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就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 self-A・ハニービー神田 事業所番号 1710103456

住　所 石川県金沢市神田2丁目2番19号 管理者名 酒井　眞里

電話番号 076-244-3667 対象年度 R6年度

地域連携活動の概要

連携先の企業等の意見または評価

株式会社　ベストアグリフーズ 担当者名連携先企業名 平澤孝司

<目 的>

【地域連携活動のねらい・メリット】

利用者が、社会の一員として働ける場を作る。

【地域にとってのメリット】

不足している労働力の確保ができ、生産の増加に繋が

る。

【対象者にとってのメリット】

連携を取りながら働くという経験ができ、達成感を味わう

ことで自信をつけることができる。

<活動内容>

・活動場所 ：株式会社ベストアグリフーズ

・実施日程 ：毎週月曜日～土曜日(令和 2年 6月～)

・実施した生産活動・施設外就労の概要

野菜の皮むき/カット作業等

・利用者人数 ：4～11名

＜活動の様子＞⋄皮むき作業

玉葱は始め手で剥いていましたが、エアーを設置して

頂き、エアーを使用する事で、生産性や効率が上が

りました。

⋄工場内

 カット・皮むき作業

 2023年 8月から開始

　

                                                      葱カットを中心に

　　　　　　　　　　　　　　　　　多種の野菜皮むき

　　　　　　　　　　　　　　　　　を行っています。

<成果>

【実施した結果・成果】

一日の目標処理数を明確にし取り組む事で、達成感を得られ、以

前より各自出来ることを率先して取り組むようになった。

利用者同士の連携も図られ、就労意識の向上がみられる。

ベストアグリフーズ様のご協力のもと、作業環境や設備を整えて

いただき、作業量増加に繋がった。現在、皮むき作業以外にも、

カット作業など、色々な作業を行っている。

【課題点】

更に生産性を上げていけるよう、新しい事にも挑戦し、ス

キルアップを目指す。

＜成果＞

　【連携した結果に対する評価】

多品種の仕事に臨機応変に対応してもらっており、弊社の作業段取りがしやすく、生産性があがり、

とても助かっている。

　【今後の連携強化に向けた今後の課題】

今後も引き続き、多品種の仕事に臨機応変に対応してもらえる体制作りをお願いしたい。
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